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0・(BEDT-TIF)213(以下0・13と表記)は、常圧下で金属的な電気伝導を示し、低温で超伝導と

なる[1]。加えて deHaas効果の観測により Fermi面の存在についても確認されている[2]。田嶋

等によって、この物質に5kbar以上の圧力を印加すると、電気抵抗、ホール係数等の温度依存性

が分子性ゼ、ロギャップ物質研究のさきがけとなったα・(BEDT-TTF)213(以下α-13と表記)の 18

kbar以上の挙動に似た振る舞いをすることが示された[3]。α-13の高圧下での振る舞いはゼロギ

ャップ状態によるもので、あると考えられており、理論、実験両方の側面から盛んに議論されている

[4]。

本実験では、 5kbar以上の高圧下にある0・h塩においてもこような状態が実現されているかどう

かを調べるため、まだ予備実験の段階ではあるが 13CNMR測定を行った。

測定は主に常圧と 8kbarの圧力下で行った。常圧下では外部磁場と伝導面が垂直になるよう

に、 8kbarでは平行になるに目視で結品を配置した。 0・13をアニール処理することにより超伝導特

性が改善するという報告が最近なされたがお]、本研究ではそのような処置は行っていない。

常圧下で、はスペクトルシフトの温度依存性が弱く、温度に比例したスピンー格子緩和率，1171，が

観測され、これは金属状態で期待される Korringa則に従ってしもと見なせる。

これに対して8kbarの加圧下では常圧下とはことなる振る舞いが観測された。シフトと 11引とも

に低温まで、減少しつづける。その温度依存性はギャップが開いた時に期待されるような指数関数

的なものではなく、シフトは低温で温度比例し1fT1は温度の3乗から4乗に比例している。これは、

この物質がゼ、ロ(ナロー)ギャッフ。状態にあることを表していると考えられる。ゼロギャッフ。伝導体も

Korringa 則に従うと仮定すると、シフトは状態密度の温度平均，くDCεF)>.kB T，~こ表し、 11(自のはそ

の二乗に比例する。コーン型分散をもっバンドにおいてはくD(εF)>担Tが温度に比例することが期

待される[4]ので、シフトはPに、 1171は T3に比例することとなり、これは実験結果と矛盾していな

い。自由電子が従う Korringa員Ijから期待される緩和率に対する実測値の比，Aα.)，は電子相関の

効果を表すが、温度の低下と共に原α)が減少する傾向が観測された。これはキャリア密度の低下

と共に電子相関が弱くなるとし、うことを示唆している。

本実験の遂行にあたって0・13の圧力印加およびそのときの物性などに関して理研田嶋氏にご

教示および討論していただいた。本研究の一部は旭硝子財団の助成のもとに行われた(K.M.)。
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